
　脱水状態になりやすいので、水分については発熱や嘔吐の場合と同じ考え方ですが、１回量を少なくし、

回数を多くしてください。

　水下痢のときは水分だけでなく塩分も失われます。飲ませるものは経口補水液（17ページ参照）が良いで

しょう。乳児の場合、母乳、ミルクは続けてかまいません。糖分の多い飲み物は下痢が長引く原因になるこ

とがあります。吐き気が無ければ水下痢のたびに体重(㎏)あたり10㎖の経口補水液を数回に分けて飲ませま

しょう。
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